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ちいき・人権・world 発行 100 号に寄せて

　この度、世界人権宣言八尾市実行委員会（世
人やお）機関誌『ちいき・人権・world』が発行
100 号を迎えることとなりました。年 4 回の季
刊発行ですから、概ね 25 年に及ぶ歩みを積み重
ねてきたことになります。
　私自身は、2016 年度から実行委員長に就任し
5 年目になりますが、節目となる 100 号を実行
委員長として迎えられたことをたいへん喜ばしく
感じます。しかし 100号の歩みは、前任の荒木節
郎さん初め歴代委員長（代表幹事）ならびに、前
身の世界人権宣言八尾連絡会議（八尾連絡会議）
から現在の世人やおに至るこれまでの活動にご参
加、ご協力いただき支えてきていただきました多
くの皆様のお陰であると、改めて感謝申し上げます。
　さて本誌は、１号から名称を『ちいき・人権・
world』と発行されてきましたが、発行者は八尾
連絡会議（木下博代表幹事）で、事務局は八尾市
企画調整部にあり、部内担当者が中心となり編集
発行されていました。その後、市同促（八尾市同
和事業促進協議会）事務局の関わりもあり、八尾
市内の人権諸団体とのネットワークが広がり、そ

の方々が参加する編集委員会形式によって編集方
針が検討され発行されるようになったのが 14 号
（1998 年 9 月号）からで、それが発展して現在
に至っています。
　１号から読み直してみると、この約 25 年間、
八尾市においても様々な人権の動きがあったこと
が分かります。取り組みにおいてはすでに開催さ
れなくなった研究集会がある一方で、今なお回を
積み重ね続けられている集会もあります。また、
八尾市には人権にかかわってこんなにも多くの魅
力ある団体、個人が存在することが紙面を通して
実感することができます。世人やおは、そういっ
た方々とのネットワークを築きあげることで、「世
界人権宣言の精神を広め、人権尊重のまちづくり
を市民協働で進める」という目的に繋がると思っ
ています。100 号発行を機に、改めて世人やおの
目的を実現すべく取り組みを進めて行きたいと思
います。そのことが必然的に 150 号、200 号へ
と続くことなるでしょう！
　これからも世人やお、そして『ちいき・人権・
world』をよろしくお願いします。

世界人権宣言八尾市実行委員会
実行委員長　土田紀康
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　12月25日（土）柏原市文化会館（リビエールホール）

小ホール。ハンドベルのクリスマスコンサートに出

演しました。初舞台です。

　指導してくださる森澤先生のピアノ、トーク、ソ

ロベルそして演出で、私たち＜ベル友３組＞の演奏

は「きらきら星」から始まりました。ハンドベルを

習って、初めての曲です。先生のピアノ伴奏で気持

ちを整え、メロディを演奏していきます。ハンドベ

ルは、演奏者数人でベルの音を分担して１曲を演奏

するのが普通ですが、森澤先生は１曲全部を一人ひ

とりが演奏しての合奏を発案されています。

『ドドソソララソ～　ファファミミレレド～…♪』。

１曲目が無事終了しました。最後はベルを握った手

を静かに止めて、笑顔。約束事でした。『ハッピーバ

ースディ』、『荒城の月』、『エーデルワイス』、『ふる

さと』と続き、最初の楽しい演出は『バラがさいた』

でした。先生のマジックで、手のなかでバラの花が

咲きました。私たちは演奏の最後に、テーブルの上

に隠してあったバラの花とベルを振るわせます。す

かさず、「これが本当のベルばら !」と、先生のトー

クが入りました。

　後半はサンタの帽子をかぶって、クリスマスソン

グです。『聖者の行進』、『ジングルベル』、『きよし

このよる』を演奏して曲目は一応終了となりました。

帽子をとっての礼に拍手が鳴り止まず（!?）アンコ

ールにこたえます。「クリスマスの次は？」と先生が

たずねると、客席からは『お正月 !!』の返事が返っ

てきました。客席からの歌声とともに最後の曲の演

奏で、練習してきた 12 曲すべてを発表することがで

きました。

　続いては、先生の見事なピアノ演奏とソロベル演

奏を交えて、＜ベル友 2 組＞の発表です。『愛の賛

歌』、『アメイジンググレース』など、さすが先輩達

です。先生の演出に会場も盛り上がります。そして

最後は、客席後ろから 2 組 10 人と 3 組 15 人が舞台

に上がり、ウチワやクラッカーを使って全員出演の

フィナーレとなりました。会場からは温かい拍手を

もらって、演奏はハラハラでしたが、ドキドキワク

ワクの初舞台、クリスマスコンサートが終了しまし

た。
　ハンドベルを始めたのは昨年 2 月から。一昨年

12月の＜ベル友1組＞と結成1年の＜ベル友2組＞

の合同クリスマスコンサートに行き、楽しそうで、

その後＜ベル友 3 組＞ができたと聞いて、早速にボ

ランティアの仲間と申し込みました。

　練習は月 1 回。同年代の方ばかりと思ったのです

が、最年長は、「私、江利チエミと同じ生年月日です。」

とおっしゃる 74 歳の方。お年には見えません。踊

りやコーラスやボランティア活動をされている方、

仕事をしている方もいますが、みんなハンドベルは

初めてです。

　予行練習を兼ねて、地域で行っている高齢者ふれ

あい給食で演奏をさせてもらいました。私たちの活

動の、＜あけひがランチョン＞です。12 月 10 日、

クリスマス会食の後、先生を含め 9 人の参加で高齢

者の方たちの前で演奏することができました。『ふ

るさと』など一緒に歌ってくれて、間違っても温か

い雰囲気に包まれて自信も出てきました。

　コンサート当日は雪まじりの寒い日で、まさにホ

ワイトクリスマスでした。メンバーの中には体調を

崩したりで、全員での出演とはなりませんでしたが、

ハンドベルの練習、発表会を通して、楽しいことに

打ち込める仲間が出来ました。大勢で音が揃うと見

ごたえ、聞きごたえがあります。練習して、楽しい

レパートリーを増やしていきたいと思います。この

冬、福祉施設にボランティア出演の予定も、実はあ

るんですよ。

※＜ベル友 1 組＞の新春コンサートは 1 月 22 日土曜日に行われました。
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　昨年2013年は、世界人権宣言が1948年に国連で採択されてから65周年目にあたりました。世人やおは、

その宣言の意味や精神、そして人権は誰もが持つ欠かすことの出来ない権利であることを広めていくこと

を目的に活動していることから、昨年12月７日八尾市生涯学習センターかがやき大会議室にて「世界人

権宣言６５周年記念フェスティバル せじ～ん６５」を開催しました。
　世人やおでは、世界人権宣言60周年時から、キャンドルモニュメント作りやミニコンサート等を商業施

設前などで行ってきましたが、今回は200名が入る会場をつかってのコンサート。いろんな人が、いろん

なスタイルで人権の大切さを表現していこうと、世人やお実行委員のメンバーやつながりあるグループに

よびかけ、プロアマ問わずパフォーマーに集まっていただきました。ステージライブの前には、世界人権

宣言の理解を深めるために、アムネスティー・インターナショナル発行の『ひとはみな、自由』の朗読と

世界人権宣言クイズを行い、宣言が何を大切にし考えていかなければいけないかを学びました。ステージでは…
　部落解放同盟西郡支部からは、にぎやかな角付け芸「春駒」。一方、安中支部からは被差別部落の思いを伝える「おがり」朗読劇。このコンサートを機に結成した「CAPKARA」は、CAP プロジェクトやおとKARALINメンバーの混成ユニット。歌やウクレレ、子どもたちと一緒に手作り楽器をつかった演奏の披露。さらに、音楽を愛し韓国で生まれ育ったミンジャさんのピアノ演奏。そこに在日コリアンのSwanさんが歌で加わり心地良い雰囲気を作ってくれました。短大時に同級生だった北山智恵さんと西田彩香さんもピアノ演奏のもと歌を披露してくれました。　その他にもでいごの皆さんによる沖縄民謡ライブ。またベトナム難民２世で自身の背景を詩にプロのラッパーとして活躍するMCナムさんによるラップ。曲の合間に客席から一人をステージにあげ、掛け合い即興ラップを披露しラップの楽しさを伝えてくれました。障がい当事者が中心となって結成した劇団「ひなたぼっこ」は、結成初公演ということもあり緊張した様子でしたが、やさしい狼を題材に人間の弱さやもろさ、助け合う大切さを演じてくれました。最後は、みんなでひゅーまんフェスタテーマ曲である「きみとこの場所」でを歌っておひらきとなりました。
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　八尾市では、2001（平成 13）年に、「八尾市
人権尊重の社会づくり条例」を制定し、これま
ですべての人の人権が尊重される社会づくりに
取り組んできました。
　また、2016（平成 28）年には、市民との協
働で「第２次八尾市人権教育・啓発プラン」を
策定し、人権尊重の社会づくりに向けたさまざ
まな取り組みを推進しているところです。
　この第２次八尾市人権教育・啓発プランが策
定から４年が経過し、人権を取り巻く環境の変
化や価値観の変化に対する意識など本市の現状

を把握し、基礎資料とするため、昨年 10 月に「人
権についての市民意識調査」を実施しました。
　国連サミットで採択された持続可能な開発目
標であるＳＤＧｓにおいて、「誰一人取り残さな
い」という理念が示される中、八尾市では、こ
の調査結果を踏まえ、すべての人権が尊重され、
市民の皆様が幸せを実感できる社会の実現に向
けて、今年度、第２次八尾市人権教育・啓発プ
ランの改定に取り組んでおります。
　第２次八尾市人権教育・啓発プランの改定に
ついては、八尾市人権教育・啓発プラン策定審
議会という審議会で、公募市民委員をはじめと
した委員の皆さんの参画のもと、ワークショッ
プ形式を中心に、７月から計画案の検討を行っ
ております。
　改定版については、2021（令和３）年３月に
計画策定を予定しております。

八尾市人権教育・啓発プラン八尾市人権教育・啓発プラン

策定審議会について策定審議会について
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１．八尾市人権尊重の社会づくり審議会

じんけんにかかわる八尾市施策が審議されています
～八尾市人権協会推薦委員が参加する八尾市の審議会等を紹介します

　昨年度までの障がい者施策推進協議会から改編され、今年度から社会福祉審議会の障害者専門分科会に位
置付けられました。2020 年度は、第 4 期八尾市障がい者基本計画（8 年計画 ’21 ～ ’28）、第 6 期八尾市障
がい福祉計画及び第２期八尾市障がい児童福祉計画（3 年計画 ’21 ～ ’23）の策定年度にあたります。第１
回は新型コロナウイルスにより書面決議となりましたが、専門分科会の意思疎通支援部会が開かれ（8/25）、
意見が交わされました。

　働く意欲を持ちながら、就労に際して困難な課題
を抱える人々の自立・就労を支援するために必要な
施策を進めるために第 2 次八尾市地域就労支援基本
計画が策定されています。その計画の進捗状況や新
たな施策の提案等を検討するための委員会です。第
１回（7/29）が開催され、2019 年度施策推進状況
と 2020 年度計画の報告への意見に加え、委員長の
提案により 2021 年度事業にむけて各委員へ意見が
求められました。

　八尾市男女共同参画推進条例に基づく審議会で
す。現在、条例に基づき八尾市はつらつプラン～第
3 次八尾市男女共同参画基本計画～（10年計画 ’16
～’25）によって施策が進められています。今年度は
これまで５年間の施策推進状況を踏まえ、一部改定
を検討することになっています。第１回（8/26）審
議会が開催され、昨年度実施された男女共同参画に
ついて市民意識調査と施策進捗状況が報告され、改
定ポイントについての検討が行われました。

　八尾市人権尊重の社会づくり条例に基づく審議会です。今年度初会議が 8 月 25 日に開催され、第２次八
尾市人権教育・啓発プランの進捗状況及び前回会議以降、市内で発生した差別事象の報告がありました。部
落差別は、同和地区がどこにあるかの問合せ、外国人、障がい者に関わっては小・中学校で多く発生してい
ました。また、昨年度より設置された部落差別解消推進専門部会のこの間の議論について報告されました。

２．八尾市男女共同参画審議会 ３．八尾市地域就労支援基本計画推進委員会

４．八尾市社会福祉審議会障害者専門分科会

５．八尾市子ども・子育て会議

　八尾市には子ども施策の総合的で計画的な推進を図るために設置された「子ども・子育て会議」という会
議があります。公募による市民委員、子どものことに関係する団体・機関の推薦者 ( 民生委員、つどいの広場、
八尾市校長会など )、学識経験者などさまざまな委員が参画しています。

　私は CAP( 子どもへの暴力防止プログラム ) やつどいの広場、NPO 法人など八尾市で
子育て支援に携わってきて、2019 ( 令和元 ) 年度から八尾市人権協会よりこの会議に
参加させてもらっています。

　昨年度は「八尾市こどもいきいき未来計画 ( 後期計画 )」の策定に関わることができました。
今年度は昨年度の「八尾市こどもいきいき未来計画 ( 前期計画 )」の実績などの推進状況につい
て質問や意見を述べたりしています。
　事前に配布される 50 数ページにわたる資料を細部まで目を通すのは大変な作業ですが、丁寧
に目を通しそして気になったところは各担当課に質問し、回答をもらうことを大切にしたいと
思っています。まだまだ子どもをとりまく課題は多くあります。限られた会議の中で子どもの
人権の視点に立って考えることで自分ができることをしていきたいと思っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 八尾市子ども・子育て会議委員　中谷弘子
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　F M ちゃおが、2020 年 6 月にスタートした、リーディングキ
ャンペーン「こどもを守る　命を守る　未来を守る」で、7月に
新番組「こどもみらいポスト」を、月一回担当することになりま
した。N P O 法人 K A R A L I N 担当「八尾で元気に！ YAO・ふ
る・パワー」では、私とパネルシアターユニットの K E I ちゃん
と、それぞれのこどもを中心とした活動に関わることや、時事ネ
タを絡めたお話をしています。C A P プロジェクトやお担当の「C 
A P（キャップ）の安心・自信・自由な時間」では、メインに加え、
毎回メンバーが順番に参加して、プログラムに沿って、子どもが
暴力によって権利を奪われないようにどうしたらいいかを考えて
います。
　今まで、他の番組にゲストとして出演したり、企画の宣伝のた
めに喋らせてもらったことは何度かあったのですが、番組を持つ
と言うことで、毎回台本を作って打ち合わせを重ねています。毎

私たち、パーソナリティーになっちゃった！

番組案内

FM ちゃお　７９. ２Hz「子どもみらいポスト」 

放送は木曜日 20:00～（再放送土曜日 14:30～）

FM ちゃおホームページの動画配信チャンネルで、音声動

画としても流していただいていますので、これまでのお話

（曲なし）を聴くことができます。

回、台本を見ながら話していますが、横道に逸れていったり、思いつく
ままに話してしまって、最後の曲がかけられなくなったりしています。
不安な気持ちで始めましたが、おしゃべりが止まりません（笑）
　以前だったらお断りしてた話だったかもしれませんが、このコロナ禍
の中で、子どもたちにプログラムを届けることや、イベントや講座を通
して学ぶ場を作ることが困難になり、オンラインでの繋がりを作ろうと
したり、S N S の発信をしたり、できることを試行錯誤していたところに
進んだ企画で、縁が運んでくれたお話に抗うことなく進めたら、こんな

松田直美

風になりました。きっと、今までとは違う層に少しでも、子どもの置かれている厳しい現
状や、それでもなお頑張っている子どもの可能性を伝え、「子どもの権利」を伝え、地域社
会に広げていけるのではないかと期待しています。
　今まで、長く活動を共にしてきた仲間たちと、話すことをこんなに丁寧に一緒に考えたり、
他のメンバーの思いを放送を通して聞いたりするのがすごく新鮮で、この機会を作れたこ
とは、自分たちの活動にもきっといい影響があるのではないかと思っています。一人でも
多くの方に聞いていただきたいなと思います。

　CAP は『子どもの心と体を暴力から守るには』というプログラムです。そのために大人に出
来ること、子ども達自身に出来ることがあります。皆に権利があること、力があることを伝え
ていける番組になればと思って取り組んでいます！と言うと立派に聞こえるけど、迷ったり失
敗した話もいっぱいしてます。気楽に聞いてもらえればいいなと思います。

CAPプロジェクトやおの皆さん

YAO ・ ふる ・ パワー！！

YAO ・ ふる ・ パワー！！

子どもたちからのお手紙を受け付けています
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　2020 年度のじんけん楽習塾が終わりました。今年度は、コ
ロナウィルス感染の影響で、定員を 20 名に限定し、それ以外
はオンライン受講にさせていただきました。ただ、参加型学習
で、オンラインというのは初めての試みで、技術面でも不安な
ため、オンライン受講者には参加費をとらないで進めました。
オンラインと会場参加者、講師との意見交流等むずかしく、ま
た、音が聞きづらいなどの物理的な課題も残りましたが、全６
回開催することができました。内容は下表のとおりです。

 2020 年度

じんけん楽習塾の報告

■ 1 回目　自分は日本に生まれ日本で育ったの
で、知らず知らずに「あたりまえ」と思ってしま
っていることがあるのかもしれないと気づかされ
た。
■ 2 回目　熱心に部落問題に向き合っている若
い学生の意見が聞けて良かった。自分のためにな
ることだから、学びの場が必要という意見が印象
に残った。
■ 3 回目　胸がいっぱいになりました。ご自身
のことから人生を語られていたので、こんなに心
に響いたのですね。「寄りそう」ということも教
えられました。

■ 4 回目　コロナウイルスの中で漠然と不安に
思ってることがなぜ不安に思うのかということが
少しわかったような気がしました。
■ 5 回目　急速な変化をし続けている教育現場
で、子どもたちにとって、何を大切にしなければ
ならないのかを常に考え続けることが本当に大事
だなと感じました。
■ 6 回目　新自由主義のお話をわかりやすく説
明して頂き、ＳＤＧｓの目標により関わっていき
たい気持ちになりました。
♬明日のため　今からできる　きみ次第♬

参加者の感想の一部を紹介して。内容の報告に替えたいと思います。
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国際NGO「CCPRセンター」「ISSYO」所属  白根大輔

インドの子どもたちとコロナウイルス

　これまで何度かマイノリティ女性・子ども支援
「ISSYO」の活動について紹介させていただきました。
この ISSYO が活動するインド南部、タミール・ナド
ゥ州でもコロナウイルスのパンデミックが人々の生
活に大きな影響を及ぼしています。感染による被害
はもちろんですが、今年 3月に急遽導入された大規
模かつ厳格なロックダウンにより、ISSYO が支援を
する子どもたち、女性たちの家庭を含め、日雇いや
非正規労働、出稼ぎで家計を立てていた多くの貧困
層、被差別層の人々が急に職と収入を失うこととな
り、経済的にも精神的にも生活がかなり困難なもの
となりました。学校も学年の終了前（インドの学年
は毎年 6月に始まり、4月に終了します）に当面無
期閉鎖となり、卒業や進学を控えた子どもたちも文
字通り、先の見えない状況となりました。さらに人
口の多いタミール・ナドゥ州では州都チェンナイを
はじめ、いくつかの都市、地域で特に感染数が多く、
エピセンターとなっていたため、ロックダウンの延
長が続き、その度に人々の不安と困難が膨らんでい
きました。

　ロックダウンの開始により ISSYO でも、家庭に問
題を抱える子どもたちが暮らす RIDER ホステルを一
時閉鎖せざるを得ず、自宅での生活がどうしても困
難な一人を除き、みんなそれぞれの家へ戻って行き
ました。2020 年度の里親奨学金支援も学校再開と新
学年開始の目処がつくまでは支給できない状況とな
り、まずは可能な限り頻繁に子どもたち、女性たち
と連絡を取りあい、安否の確認や各家庭状況のモニ
タリングに焦点を置く体制を取りました。４月とな
り、ロックダウン開始から一月前後になると農村部
のほぼ全ての家庭から食料が尽きかけているとの連
絡が寄せられました。ロックダウン対策のおかげで
ウイルスに感染したというケースはありませんでし
たが、逆にその対策のせいで生活に困窮している家
庭ばかりでした。また、女性たちの間では生理用品
が不足しているということも判明しました。これら
を受け、とにかく子どもたちの家庭がこの場を凌げ

るよう、支援物資供給を決め、政府による規制と感
染防止対策に細心の注意を払いながら、基本的な食
料品や石鹸等の衛生用品、生理用品などを中心に４
月、６月、８月とこれまで延 60超の家庭へ配給して
きました。

　幸い、ISSYO が直接繋がる子どもたち、女性たち
の間に感染者は出ていません。また比較的状況の落
ち着いた合間を縫って、７月には学力審査のための
全国共通試験が行われました。様々な困難に見舞わ
れる中でしたが、奨学金を受ける子どもたちも、ホ
ステル支援を受ける子どもたちも、みんな試験を乗
り切り、無事進学・卒業をすることができました。
オンラインでの授業を行う学校もありますが、ISSYO
が支援する子どもたちの家庭にはインターネットや
パソコンはもちろん、スマートフォンすらないとこ
ろばかりですので、本当にみんなよくがんばったと
思います。

　現在は９月に予定される学校再開にむけて、子ど
もたちと一緒に準備をしています。ホステルも状況
が許し次第すぐに再開できるように待機しています。
支援物資配給も状況如何ではまた必要となってくる
可能性が大いにありますので丁寧にモニタリングを
継続しています。電話や手紙を通して届く子どもた
ちの声からは勉強を続けられる喜びや一緒にいられ
る幸せをしみじみと感じさせられます。「一人じゃな
いから」という実感は私たちみんなに大きな強さを
与えてくれているように思います。

　コロナウイルス感染は 2020 年８月 20日現在で報
告されている限り、タミール・ナドゥ州では過去１
日の新規感染数が 5,986、死者 116、これまでの合
計感染件数は 361,435 となっています。このうちチ
ェンナイでは過去１日での新規感染件数が 1,175、こ
れまでの合計が 121,450 という状況です。

　コロナウイルスは無くならないかもしれません。
いつかまた新たなウイルスやパンデミックがやって
来るかもしれません。ウイルスよりもたちの悪い差
別や格差は露骨にかつ容赦無く脆弱な人々を襲いま
す。だからと言って立ち止まってしまってはどこに
も行けませんので、どんなに小さくとも、一つ一つ
できることを探しながら、子どもたちが精一杯の一
歩を踏み出していけるよう、ISSYO は子どもたちと
一緒に成長しています。

（マイノリティ女性・子ども支援 ISSYO の活動や支
援その他についての詳細はウェブサイトもご参照く
ださい。http://issyo-ngo.org/）
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環境カウンセラー/ケアマネージャー　

新

中辻えり子

　ちいき人権WORLD の発刊 100 号おめでとう
ございます。私は拙い文章を 14 号（1998 年９
月号）から掲載させて頂いていました。22 年前
からだったのに驚きです。「八尾のまち・やおの
環境」～「共有する時間は…」～「新共有する
時間は…」と、環境や介護のこと、地域での活
動のことが中心の文章です。自転車で走りなが
ら、見たこと、感じたこと、心に浮かんできた
ことを書き繋いで来ました。八尾の自然や人と
の関わりは「大事にしたい事」であり、「大切な
時間」でもあります。

　今は 2020 年の晩夏。自転車通勤の途中で気
になっていた風景を写真に撮りました。「八尾の
水田」です。田植えがすんだばかりの７月に長
雨が続きました。ある水田では、3分の１の苗が
流されたり、立ち上がらなかったりになってい
ました。農家の方がその後に少し植え足しもさ
れましたが、手前半分は水面が見えたまばらな
状態になっていました。猛暑が続いても世の水
田は一面の緑で、８月の終わりになると稲穂を
つけてきました。気になる水田でも、青空を映
しながら、しっかりとした株からは稲穂が見え
ています。

　最初の 14 号は「緑のモザイクの夏」の表現で、
八尾の水田地帯のことを書いていたことを思い
出しました。自転車で通り過ぎながら、稲が風
で揺れる音（緑の衣ずれの音と言いたいくらい）
とにおい、水田を渡って来る風の涼しさ…空か
ら眺めたら、緑のモザイクになっていると感じ
る八尾の田園地帯がいつまでもあってほしいと
の思いでした。今も毎日、毎年通勤の自転車で
走って眺める風景が駐車場になり、住宅街とな
り、商業地帯になりと、少しずつ少なくなって
きていますが、長年耕作している人の力も感じ
られて、水田の緑が運ぶにおいと風と音が健在
であるのはうれしいことです。

　世界的な規模で新型コロナウイルス感染が続
き、経済活動を維持しながら、感染対策・予防
をしていく「新しい日常」の生活が求められて
いる今年。日本でも緊急事態宣言解除後の感染
は、いつどこで起きても不思議でないほど身近
な所でも起こるようになり、高齢者や疾患のあ
る人への感染対策はさらに必要になって来ます。
日々、感染者の動向や、対応・対策に加えて、
猛暑のなか、熱中症や脱水症状への注意が毎日
のトップニュースになっています。そして、医
療従事者等への尊敬の念や感謝だけでなく、感
染（者）に対する誹謗中傷や偏見差別のニュー
スも流れています。
　近年にないほど、2020 年の今年は一人一人の
生活、生き方が問われ、人との関わりや繋がり
の大切さを知らされる年になりました。過去に
も学びながら、今の生活を乗り越えて、未来に
つなげていきたいと思います。地域でのふれあ
いの場も持てなくなって半年。人と出会うこと
の喜びの大きさを、今、かみしめています。高
齢者の方達とは感染者の媒介者とならないよう
に注意して接しながら、共有する時間を大切に
毎日の勤務を続けています。

八尾の水田
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じゃりちえ日記
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　唐突ですが、クイズです。
　恋愛結婚と見合い結婚、どちらが歴史的に古い
でしょう？
　ずーっと昔は、見合いなんてなさそうな気がす
るから恋愛結婚！と思ったあなた、正解です。た
だ、「家」の存続が最も大事だった村の長や武家
の中では、結婚相手を選ぶ自由はありませんでし
た。そして明治時代には庶民に見合い結婚ブーム
がきたんですって。
　では、次の問題　
　囚人が4人います。監視する人が2人いますが、
目が届きません。ちゃんと監視するには何人必要
でしょう？

　4人？それでは、人件費がかかって仕方ありま
せん。2人で目が届かないといいましたが、ヒン
トは「2人も要らない」です。？？？
『新体感する社会学』には、上のような問題とと
もに、その背景にある社会について改めて自分で
考えることができる講義が 15 回。世の中ってこ
んなもの、と思っていたら、実は違うかもしれな
い、と思いかえす余地があることをまさに体感で
きて面白いです。もっと知りたくなったら、参考
になる本も掲載されています。
　最後に、先ほどの問いの答えを書いておきまし
ょう。究極的には監視する人はゼロにできる！で
した。なぜかを知りたい方は、本を読んでね。

 新体感する社会学
Oh! My Sociology
新曜社　金菱　清　著 

困難に直面して（優柔不断な面もある）

　今年やっと、私の足となる「車イスの作り替え」
に踏み切れた経緯について書いてみよう。
　「電動車イス」か「簡易型電動車イス」どちら
を作ろうか悩んでいた。
　結論は「簡易型」リクライニングとティルト機
能がついている車イス。色んな方の意見を聞きな
がら、最終決断は自らで決めることが出来た。　
　原因の一つを挙げると、左手の左肩を昨年ぐら
いに痛めてしまったから。
　身体の部位を痛めている、首・肩・足の痛み、
手のしびれなどなど。書き出してみたが、約４～
５年の間に色んな部位の痛みがあるのかと我なが
ら、感心する。
　車イスの作り替えは特別な事情がない限り、１
台しか車椅子は作り替えることはできない。現在
２台車イスがある、けれど（修理は出来ないが乗
っても良い・基本、ポイ捨ての簡易電動車イス）と

（修理のできる電動車イス）を併用して使っていた。
　破棄になっている簡易電動車イスを乗り続けて
いたので、バッテリーが壊れた。自費購入だとバ
ッテリーだけで何十万円もする。　
　身体のことを考えることにして、「楽」な方を
選んだ。もう身体に痛みがくるとさすがに限界だ。
コロナの影響で「巡回相談がなくなった」ため、
文書判定へ。物心ついた時には、Ｏ学園に通って
いたので、頼み込んで先生に「書類」を書いても
らえた。
　いつ頃、大阪府の判定がおりるのかは未定。２
ヶ月又は３ヶ月。長い目で見れば今年中に「新た
に車イス」を作ることが出来れば良いかな？と思
っている。

　私にとって『左手』が使えなくなることは、生
活に支障をきたしてしまうことになる。
　電動車イスを乗るのを諦めた（短距離は現在も
使用中）。それは途中で、操作出来なくなっても
電動車イス本体が約７０～８０ｋｇの重さ＋乗る
人の重さ。押してもらうことは気の毒に思った。
　色んな決断があるけれど、迷いながらも『最終
決断』をしていることが多いと思う今日この頃。
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K：これは、映画じゃないね。
E：そう、今回はカナダのテレビ局とNetfl ix が共
同制作した『Anne with an “E”』について話した
い。孤児院で育ったアンがマシューとマリラ兄妹
の養子になって成長していく物語。プリンスエド
ワード島の豊かな自然と人々の暮らしが描かれて
いる。原作はL・M・モンゴメリの『Anne of Green 
Gables』、村岡花子さんは『赤毛のアン』と訳した
有名な児童文学小説です。
K：なんだか最初から飛ばしてくるね。
E：中学時代に出会ったアンに久しぶりに再会した
気分。本は読んでた？
K：アニメの再放送を見ただけかなぁ。なんとなく
ストーリーは知ってるよ。
E：いつも前向きで明るいアンは頼もしかったし、
友情や恋の話にドキドキワクワクした。懐かしく
てなんとなく観た第一話「運命は自分で決める」
にはびっくり！
K：ほんとにびっくりだよね。よく喋るし、話はお
おげさであんまり好きな感じじゃなかったな。寡
黙なマシューとチグハグな感じがして、残念な主
人公と思ってしまった。
E：確かによく喋る。言葉がカラダから溢れ出る感
じ。そこがいいんだけど静かで穏やかな日常が、、、
マリラの気持ちも今はわかる。驚いたのは、19世
紀末のカナダの当たり前を現代に通じる人権課題
につながるストーリーになっていること。孤児や
民族、マイノリティーへの偏見や差別、いじめや

ジェンダーについてのエピソードもしっかり盛り
込まれてる。すごくいい！
K：そこのところは同感。女の子は意見を求められ
なくて素直に従うだけ。不登校になっても学問は
要らないと言われる。「農場の働き手として役に立
たない」と言ったマリラも、「自分は何もできない
と思ってるの？」と問われて絶句。アンは怒りや
モヤモヤを言葉にしてくれる。だからかな、だん
だん好きになってきたー。
E：孤児院や引き取られた先での辛い経験がフラッ
シュバックしてフリーズしてしまったり、惨めな
自分と必死で向き合うアンがいる。とにかくこん
なに深く考えさせられる物語だったのかと驚かさ
れて、ぜひいっしょに観て欲しくなった。
K：シリーズが進むにつれて黒人差別や先住民族の
同化政策も出てくる。今年注目されたBLM（Black 
Lives Matter）の運動や日本のアイヌ民族政策にも
繋がる話だと思う。考えずにいたことにハッとさ
せられる言葉や場面がいっぱいあって、まさに自
分ごととして向き合わさせられる作品だと思う。
少女向けでも子ども向けでもない、みんなに観て
ほしい。
E：最初は孤児というだけで危険で厄介者扱いされ
ていたアン。どんなふうに周りが変わっていくか、
どんな出会いがあるか毎回楽しみ。アンの影響力
だけじゃなくて、周りのみんなにドラマがあるか
ら見逃せない。またきっと喋りたくなるよ。

アンという名の少女

（2017 年　カナダ）

E

シネマシネマ

K

〈つぶやき〉

　おそらく今より女の子たちに自由な選択肢

がなかった時代、ああいう主人公の物語は見

ていて気持ちがいいですね。あと大自然の舞

台も清々しさに拍車をかけるし、映像とか小

物とか衣装とか隅々まで素敵な世界観のドラ

マだと思います。（K）
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＜精神障がい当事者の苦しみ～精神科病院への入院②＞

海田　若菜

　前回に引き続き、私が精神科の閉鎖病棟に入院した時の事を書きたいと思います。

 　入院して 3日間くらいはずっと泣き通しでした。しかし、それを気にかけてくれ
る看護師さんは誰もいませんでした。最初の頃、私は外出制限がかかっていて、病
院どころか病棟から出る事も出来ず、1階の売店に行くことも許されませんでした。
開かない窓からすぐ側にあるコンビニを見て、そこを歩く人達を見て、まるで刑務
所に入ったような気分でした。
 　当時、私は 30歳でしたが、病棟の中で一番か二番くらいに若い女性でした。病
棟はナースステーションを中心に男性病棟、女性病棟に別れ、ナースステーション
の前に広いデイルームがあり、そこでみんなで食事を食べました。デイルームには、
テレビが一台あり、新聞や雑誌もありました。デイルームにいると、自分の父親く
らいの歳の男性患者さんに「自分の女にならないか」と言われました。もちろん断
りましたが、そのような事が度々ありました。
  
　外出制限が解除され、朝の 9時から夕方の 5時まで、病院とその周辺のみ外出が
許可されました。しかし、そうなるとまた問題が起こりました。他の病棟の男性患
者さんにストーキングされるようになったのです。その患者さんは妄想の症状があ
り、私の事を恋人だと思っていたのかもしれません。突然プレゼントを渡されたり、
呼びとめられ「君の本当の名前がわかった」と言われたり、妄想と現実がごっちゃ
になった日記のようなものを渡されたりしました。私は困り、担当の看護師さんに
相談しました。するとその看護師さんは「別の病棟の患者さんに対して対応する事
は出来ない。その人に会うのが嫌ならば、海田さんが外出しなければいいだけの話
しだ」と言われ、相談した事を後悔しました。それ以降、私はその男性を避けて外
出し、それでも会ってしまったら「あなたの病気の症状である妄想が悪化している
から、主治医にちゃんと言って欲しい」と伝えました。

つづく
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チャレンジ♪

まちがいさがし

世人やお的世界人権宣言第 8条
「うばわれた権利は とりもどせる」
　　　左の絵が正解。右の絵は、まちがいが５つあります。

探して下記まで送ってくださいネ。

わたしたちは、自分の権利が奪われ

た時には、「いやだ！」って怒って

いいのです。

そして、国の裁判所にすばやく助け

を求めることができます。

います
ぐ

でてい
けー！

！います
ぐ

でてい
けー！

！

正解者
には、

世界人
権宣言

八尾市
実行委

員会

オリジ
ナル缶

バッチ

プレゼ
ント！

正 誤

２０２０ひゅーまんフェスタは

少し控えめ開催です！

　今年のひゅーまんフェスタは、新型コロナウイルスの感染拡大を

考慮し、一部開催できない企画があり、例年に比べ少し控えめな開

催になります。13 日（金）の１日目は、第 43 回みんなの幸せを築

く市民集会と本人通史制度の啓発のみになります。オープニングセ

レモニーをはじめ２日目 14 日（土）も民族文化フェスティバル～ウ

リカラゲモイム～や１Ｆ光のプラザでのステージ発表など中止せざ

るを得ない企画もありますが、例年通り人権について学べる展示や

参加コーナーなど盛りだくさんです。

　八尾市内の障がい者作業所提供による素敵な景品が当たるクイズ

ラリーも 14 日は実施します！できる限りの感染予防対策を行い、皆

さんが安全に参加できるようにしていますので、ぜひご参加下さい。

詳しくは次ページをご覧下さい。

チャレンジしてね♪




